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特定非営利活動法人 AIMS 第 11 回通常総会議案書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 令和 5 年 3 月 22 日 18 時 00 分 

場所 ZOOM オンライン開催 

 

https://www.aims-japan.org/ 
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プログラム 

 

 

1． 開 会  代 表 理 事 挨 拶  

 

2． 議 事 録 署 名 人 選 任  

 

3． 議 案 審 議  

 

第 1 号 議 案  現 監 事 の任 期 満 了 に伴 う監 事 1 名 選 任 の件  

第 2 号 議 案  令 和 4 年 度  事 業 報 告 の件  

第 3 号 議 案  令 和 4 年 度  事 業 会 計 収 支 の件  

第 4 号 議 案  定 款 変 更 （ 第 2 条 ） の件  

第 5 号 議 案  定 款 変 更 （ 第 55 条 ） の件  

 

4.令 和 5 年 度  事 業 計 画 と予 算 の報 告  

 

5． 閉 会 挨 拶  
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第 1 号議案 現監事の任期満了に伴う監事１名選任の件 

 

 

当 法 人 の定 款 に基 づき、当 法 人 の現 監 事 の任 期 が令 和 5 年 3 月 22 日 をもって満 了 する。 

新 たな監 事 として、以 下 の者 の選 任 を求 める。 

 

監 事    山 田 真 美 （ 唐 津 真 美 ）  
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第 2 号議案 令和 4 年度 事業報告について 

 

令 和 4 年 度 事業 報告 書 

 

  令 和 4 年 1 月 1 日 から 令 和 4 年 12 月 31 日 まで 

特定非 営利 活動法 人 AIMS 

 

１ 事業の成果  

第 11 期は、期初、新型コロナウイルスの感染拡大時期と重なり、1 月の東京、2 月の大

阪プログラムともに開催中止となった。しかし、3 月以降は、感染予防に努めつつ、奇数

月の東京プログラム、偶数月の大阪プログラムを予定通り開催。ファシリテーター養成講

座も、4 月に大阪、11 月に東京と、当初計画の通り、それぞれ年 1 回の開催となり、活動

も平常に戻りつつある。  

コロナ問題以前ほどの参加ご家族数には戻らないが、東京では毎回 4-5 家族、大阪でも

1-3 家族ほどの参加を得ることができている。  

 

２ 事業の実施に関する事項  

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【170】

千円）  

定款に
記載  

された  
事業名  

事業内容  日時  場所  

従
事
者
人
数

受益  
対象者  
範囲  

受益
対象
者  

人数

事業
費  

（千
円）

フ ァ シ リ
テーター
養 成 講
座  
 

グ リ ー フ ケ ア プ
ロ グ ラ ム の フ ァ
シリテーター養
成 の た め の 講
座  

4/23-24（ 大阪  
）  
11/5-6（ 東京 ）  

 

友 広 会 会 議 室 /SDA
大 阪 セ ン タ ー 教 会
（ 大 阪 市 ）  
元 麻 布 ヒルズコミュニ
テ ィ ル ー ム （ 東 京 都
港 区 ）  

10

フ ァ シ リ テ

ー タ ー 希 望

者 （ 人 数 不

明） 

8 170 

グ リ ー フ
ケ ア プ ロ
グラム 

親 をがんで亡 く
した子 どもと配
偶 者 を が ん で
亡 くした親 のピ
ア サ ポ ー ト プ ロ
グラム 

3/13,5/22,7/10,
9 / 1 1 , 1 1 / 2 0 （ 東
京 ）  

4/17,6/19,8/21,

10/23,12/18 （ 大

阪 ）  

元 麻 布 ヒルズコミュニ

テ ィ ル ー ム （ 東 京 都

港 区 ）  

日 本 橋 オ フ ィ ス 会 議

室 （ 東 京 都 中 央 区 ）

SDA 大阪センター

教会 /本町ピラティ

ス ス タ ジ オ （ 大 阪

市 ）  

61

が ん で 親 を

亡 く し た 子

ど も お よ び

そ の 保 護 者

（人数不明） 

38 112 

 

 

  



5 
 

第 3 号議案 令和 4 年度 事業会計収支について 

 

令 和 4 年 度  活 動 計 算 書  

令 和 4 年 1 月 1 日 から 令 和 4 年 12 月 31 日 まで 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

（ 単 位 ： 円 ）  

科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益

１　受取会費 360,000

正会員受取会費 220,000

賛助会員受取会費 40,000

団体賛助会員受取会費 100,000

２　受取寄附金 3,000

受取寄附金 3,000

施設等受入評価益 0

３　受取助成金等 0

受取補助金 0

４　事業収益 89,500

ファシリテーター養成講座参加費 80,000

プログラム懇親会参加費実費 9,500

５　その他の収益 30

受取利息 30

経　常　収　益　計 452,530

【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費

（１）人件費 100,000

給料手当 0

役員報酬 100,000

退職給付費用 0

福利厚生費 0

（２）その他経費 181,944

会場費 0

旅費交通費 110,450

雑費 41,494

事務用品費 0

外注費 30,000

事業費計 281,944

２　管理費

（１）人件費 0

役員報酬 0

給料手当 0

退職給付費用 0

福利厚生費 0

（２）その他経費 9,308

外注費 0

事務用品費 0

教育研修費 0

通信運搬費 7,124

雑費 84

旅費交通費 2,100

減価償却費 0

管理費計 9,308

経　常　費　用　計 291,252

当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 161,278

【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益 0

過年度損益修正益 0

経　常　外　収　益　計 0

【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損 0

災害損失 0

過年度損益修正損 0

経　常　外　費　用　計 0

当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0

税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 161,278

法人税、住民税及び事業税　・・・④ 0

前期繰越正味財産額　・・・⑤ 2,857,248

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 3,018,526
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令 和 4 年 度  貸 借 対 照 表  

令 和 4 年 12 月 31 日 現 在  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

（ 単 位 ： 円 ）  

科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 3,204,474

未収金

流動資産合計　・・・① 3,204,474

２　固定資産

（１）有形固定資産
0

（２）無形固定資産
0

（３）投資その他の資産
0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 3,204,474

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　流動負債

未払金 0
短期借入金 185,948

流動負債合計　・・・③ 185,948
２　固定負債

0

固定負債合計　・・・④ 0

負　債　合　計　③＋④ 185,948

【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部
前期繰越正味財産額 2,857,248

当期正味財産増減額 161,278

正　味　財　産　合　計 3,018,526

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 3,204,474
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令 和 4 年 度  財 産 目 録  

令 和 4 年 12 月 31 日 現 在  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

（ 単 位 ： 円 ）  

 

科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金

手元現金 0

みずほ銀行八重洲口支店普通預金 3,204,474

3,204,474

未収金

0

0

棚卸資産

0

0

流動資産合計　・・・① 3,204,474

２　固定資産

（１）有形固定資産

車両運搬具

0

0

什器備品

0

0

（２）無形固定資産

ソフトウェア

0

0

借地権

0

0

（３）投資その他の資産

敷金

0

0

長期貸付金

0

0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 3,204,474

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　流動負債

短期借入金

小林孝雄 744

三浦建太郎 168,042

高井伸太郎 2,250

澤田和香 7,903

上田貴子 7,009

185,948

預り金

0

0

流動負債合計　・・・③ 185,948

２　固定負債

長期借入金

0

0

退職給付引当金

0

0

固定負債合計　・・・④ 0

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 185,948

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 3,018,526
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第４号議案 定款変更 （ 第 2 条 ）の件 

 

令 和 5 年 3 月 23 日 付 をもって、当 会 社 の定 款 第 2 条 を以 下 のとおり改 正 することを提 案 する。 

 

＜ 現 行 ＞  

（ 事 務 所 ）  

第 ２ 条  この法 人 は、主 たる事 務 所 を東 京 都 荒 川 区 西 日 暮 里 6 丁 目 13 番 12-1103 号 フジメ

ゾン西 日 暮 里 に置 く。 

＜ 改 正 案 ＞  

（ 事 務 所 ）  

第 ２ 条  この法 人 は、主 たる事 務 所 を東 京 都 荒 川 区 に置 く。 
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第 5 号議案 定 款 変 更 （ 第 55 条 ） の件  

 

令 和 5 年 3 月 23 日 付 をもって、当 会 社 の定 款 第 55 条 を以 下 のとおり改 正 することを提 案 する。 

 

＜ 現 行 ＞  

（ 公 告 の方 法 ）  

第 55 条  この法 人 の公 告 は、この法 人 の掲 示 場 に掲 示 するとともに、官 報 に掲 載 して行 う。 

＜ 改 正 案 ＞  

（ 公 告 の方 法 ）  

第 55 条  この法 人 の公 告 は、この法 人 の掲 示 場 に掲 示 するとともに、官 報 に掲 載 して行 う。 

ただし、法 第 28 条 の 2 第 1 項 に規 定 する貸 借 対 照 表 の公 告 については、この法 人 のホームペ

ージにおいて行 う。 
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令和 5 年度 事業計画と予算の報告 

 

令 和 5 年 度  特 定 非 営 利 活 動 に係 る事 業 計 画 書  

令 和 5 年 1 月 1 日 から 令 和 5 年 12 月 31 日 まで 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

 

１ ． 事 業 実 施 の方 針  

隔 月 の奇 数 月 に東 京 、偶 数 月 に大 阪 でのプログラム開 催 を継 続 。新 しい参 加 ご家 族 の獲 得 に注

力 する。またファシリテーター養 成 講 座 についても夏 前 に大 阪 、秋 に東 京 での開 催 を予 定 。 

新 たな取 組 としては、中 学 生 高 校 生 となった子 供 向 けの独 立 したプログラムの立 ち上 げを検 討 し

ていくことで、現 在 ほとんどの子 供 が中 学 入 学 とともに、プログラムから実 質 的 に卒 業 する形 となり、

AIMS との関 係 性 がほぼ途 切 れてしまっているものを、継 続 した関 係 性 の維 持 ができるように変 化

させていきたい。 

２ ． 事 業 の実 施 に関 する事 項  

特 定 非 営 利 活 動 に係 る事 業  

事 業 名 

(定 款 に 記 載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当 該 事 業 の 実

施予定日時 

(B)当 該 事 業 の 実

施予定場所 

(C)従 事 者 の 予 定

人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

収 支 予 算 書

の 事 業 費 の

金額（単位：

千円） 

活 動 に 必 要

な調査研究、

情 報 収 集 及

び提供  

ホームページや Facebook ペ

ージを通じて、保護者をがん

で 亡 く し た 子 供 お よ び そ の

親族に対し、活動の内容を紹

介し、活用を支援する。 

(A)随時 

(B) ホ ー ム ペ ー

ジ 、 Facebook

ページ 

(C)5 名 

(D)主 に 日 本

国 内 在 住

者 

(E)不 特 定 多

数 

50,000 円 

（ サ ー バ

費 ・ 取 材 費

等） 

フ ァ シ リ テ

ーター、その

他 支 援 ボ ラ

ン テ ィ ア の

育成事業  

グ リ ー フ ケ ア プ ロ グ ラ ム の

フ ァ シ リ テ ー タ ー 養 成 講 座

を開催 

(A)年 2 回 

(B)東 京 ・ 大 阪 会

場 

(C)10 名 

(D) 主 に 日

本 国 内 在

住者 

(E)15 名 

100,000 円 

（ 会 場 費 お

よ び 講 師 謝

礼・資料印刷

費等） 

子 ど も の 自

立支援事業 

保 護 者 を が ん で 亡 く し た 子

供 自 身 お よ び そ の 親 族 に 対

す る ピ ア サ ポ ー ト を 中 心 と

し た 支 援 活 動 を 行 う 。 AIMS

グリーフケアプログラム 

(A)  東京・大阪各

隔月開催 

(B) 東 京 都 内 会

場 ・ 大 阪 市 内

会場 

(C)10 名 

(D) 主 に 日

本 国 内 在

住者 

(E)10 名×12

回 120 名 

300,000 円 

（玩具、交通

費等） 
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令 和 4 年 度  特 定 非 営 利 活 動 に係 る会 計 収 支 予 算 書  

令 和 5 年 1 月 1 日 から 令 和 5 年 12 月 31 日 まで 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

科  目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 経常収入の部 

 １ 入会金・会費収入 

    入会金収入 

    会費収入 

50,000

350,000

 

 

 

400,000 

 ２ 事業収入 

    ファシリテーター養成講座参加費 150,000

 

150,000 

 ３ 寄付金収入 

    一般小口寄付金収入 50,000

 

50,000 

   経常収入合計  600,000

Ⅱ 経常支出の部 

 １ 事業費 

    調査研究、情報収集及び提供事業費

    ファシリテーター等育成事業費 

    子どもの自立支援事業費 

50,000

100,000

300,000

 

 

 

 

450,000 

 ２ 管理費 

    教育研修費 

    外注費 

    通信費 

    事務用品費 

    福利厚生費 

    支払手数料費 

20,000

60,000

10,000

10,000

25,000

1,000

 

 

 

 

 

 

 

 

126,000 

   経常支出合計  576,000

  経常収支差額  24,000

Ⅲ その他資金収入の部 0 0 0

Ⅳ その他資金支出の部 0 0 0

  当期収支差額  24,000

  前期繰越賞味財産額  3,018,526

  次期繰越収支差額  3,042,526

 

 


